
◇“物流の慣習”変えて効率化を

ー土持：2024年問題による経済の影響はどう見ま

すか。

　マイナスの影響というのは当然出てくると思い

ますが、2024年問題といっても突然出てきたも

のではなく事前に分かっていたことなので、これ

までも単価の引上げや労働環境の改善などの対応

は進められてきました。時間外労働の削減、ペー

パーレス化、デジタル化、あるいはロボットを活

用するRXに取り組む動きも見られています。逆

に2024年問題によって交通アクセスの良い場所

に物流倉庫を設置するなど設備投資にもつながっ

ていると考えています。

　一方で、よく言われるのは“物流の慣習”をど

うやって変えていくのか。従来は荷出しする側が

荷物をどんどん置いて、荷物を運ぶ側が整理して

積み込むというケースが多くありました。それ

を、荷出しする側がある程度整理しておけば、荷

物を積み込む時間を短縮することができます。最

近進められている共同配送では、コンビニなど複

数企業が連携してトラックを運行して荷物を運ん

でいます。また、バス会社や鉄道会社が乗客を乗

せながら荷物を一緒に運ぶという貨客混載の事例

もあります。当然、セキュリティ確保などの問題

は出てきますが、需要があるにもかかわらず供給
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がない場合に別のところから供給できるのであれ

ば、物流の効率化を進めることができると考えて

います。

ー土持：マイナス金利解除を受けて中小企業に対

する金融機関の貸出基準の硬軟化についてどのよ

うにお考えですか。

　市場金利の動向も踏まえて各金融機関がご対応

されると思いますが、今回の政策変更に伴う短期

金利の上昇は0.1％程度ということです。国債の

買い入れについてもこれまでと概ね同程度の金額

（６兆円程度）を維持する方針です。貸出金利が

現時点において大幅に上昇するということではな

いと見込まれています。ただ、日本銀行本店が対

外的に話しているように、基調的な物価上昇率が

上昇していくとすれば、金融緩和度合いを調整し

ていくことになりますが、当面は緩和的な金融環

境を維持するということであり、こうした金融環

境で経済と物価をしっかりと支える方向です。

　物価はこれまで長い期間にわたり大きく変わら

ずに推移してきました。金利は経済の“体温”の

ようなものですから、物価が変わっていないのに

金利を上げるというわけにはいきませんでした。

昨今の情勢では輸入物価が上がってそれに応じて

賃金を上げなくてはいけない状況で、出発点はや

や違いますが、今後は「物価が上がっていくかも

しれない」という前提のもとに経済活動をしてい

くことができるかが重要になります。

　日本経済の歴史を振り返ってみても、バブル崩

壊、リーマンショック、東日本大震災のように大

きなショックが起きると、一旦需要がぐっと減り

ますが、その後の政策対応から需要が戻ってくる

状況ができていきます。そうした中で、自分たち

が支払うものは増えるけれど、逆に受け取るもの

も増えていくという環境を作れるかどうか、すな

わち賃金と物価の好循環を作れるかということだ

と思います。

ー河原：やはり現状維持をするよりは、時代の一

歩先を読んで進む必要がありますね。

　そうですね。「収入が少しずつ増えるんじゃな

いか」という前提のもと、消費者マインドがどう

変わっていくかは注目しています。消費者の行動

というのは現在のキャッシュフローも当然大事で

はありますが、「将来はこうなりそうだ」という

先行きが消費行動や投資行動に大きな影響を与え

ると考えています。先行きに不安があると、行動

も控えるようになってしまいます。

　一方で、80年代のバブルの頃は永遠に成長が

続くとみんなが考えていて、それも良くない状況

ではありました。みんなが「この経済は大丈夫」

と思うとバブルのような状況となり、逆にみんな

が「今の経済はダメだ」と思うとデフレに陥って

しまいます。また、為替による経済への影響は当

然注視しています。円安でも円高でもそれぞれプ
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ラスの影響とマイナスの影響がありますが、急激

な変動は経済にとってはやはりよろしくないです

からね。

◇若年層に震災を伝えるプログラム設置

ー土持：仙台支店では、東日本大震災発生時の対

応について紹介する見学プログラムを設けていま

す。狙いを教えてください。

　今の小学生から高校生は東日本大震災発生時に

何があったかを知らない年代になってきていま

す。これまでも見学会は本店や支店でも実施して

きましたが、仙台支店では震災の記憶を風化させ

ないための取り組みとして、日本銀行が当時どの

ような対応をしたかを画像や資料を元にご紹介す

る見学プログラムを追加しました。「経済と金融

の話を一緒に織り込んでほしい」というニーズが

多いので、震災に関する見学プログラム単独では

なく、内容をミックスしながら実施しています。

あるいは私共のほうから小学校・中学校・高校に

出向いて発信することもありますし、大学で講義

をすることもあります。

　私は東日本大震災発生時、金融機構局の業務継

続関係の仕事に携わっていました。支店が被災し

た金融機関をサポートするため、日銀仙台支店や

金融庁と連携しながら対応した経験があります。

また、震災後の計画停電でも、計画停電のエリア

に金融機関のシステムセンターがあると、システ

ムが止まってしまう可能性があります。停電して

も業務を継続できるようにするために自家発電の

設備はあるか、燃料は確保できているのかをしっ

かりモニターする業務も行いました。震災から５

年の節目となる2016年には災害時の対応を取り

まとめた資料を作成し、世の中にどのようなこと

が起きたのか、日銀はどのように対応をしたのか

を公表しました。

ー河原：東日本大震災発生時は現金の破損や流失

もかなりあったのではないでしょうか。どのよう

に対応したのですか。

　東日本大震災の時は、日銀仙台支店でも損傷現

金をきれいな現金に交換する引換事務が急増し、

東北４支店（青森、秋田、福島、仙台）では累計

約33億円の引き換えを行いました。引換事務を

正しく行うには、汚れた紙幣や貨幣を一つ一つき

れいに手洗いして真贋鑑定をする作業が必須で

す。紙幣が乾くのに時間がかかるので布団乾燥機

を活用して乾かしたり、貨幣も海水に浸かってい

るとサビが生じるので一枚ずつ磨いたりしました。

　仙台支店のマンパワーだけでは到底全部に対応

することはできませんので、全国から応援に来て

もらいましたが、最長１か月程度お待ちいただく

ケースもあったそうです。引き換えるお金は生活

の再建に使う必要性が高いお金ですので、だから

こそわれわれは決して間違えてはいけません。仙

台支店の見学プログラムでは当時の様子を写真や

データで紹介しています。

　一方で、世の中の効率性を上げるためにキャッ

シュレス化というのは当然大事だと思います。見学プログラムで公開している震災時の写真
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もっとも、緊急時にクレジットカードや電子マ

ネーなどが使えなくなった場合にどうするかを考

えると、現金も重要な資金形成手段になります。

日本銀行では、災害などの緊急時にも現金が円滑

に供給できるよう努力しています。

ー土持：東日本大震災の発生当時を知らない子ど
もたちにとって有意義なプログラムですね。
　非常事態が発生した時の対応や考え方はある程

度似ている部分もあるので、今後に活かしていけ

ると考えています。われわれの仕事というのはあ

る意味インフラですから、柔軟に対応しなくては

なりません。例えば、岩手県にある日銀の拠点は

支店ではなく事務所ですので、汚れた紙幣を取り

替える引換事務は通常行わないんです。しかし東

日本大震災の時は、岩手銀行さんに場所を借り

て、津波で汚れた損傷現金の引換事務を行いまし

た。いざという時に通常状態に少しでも早く戻る

ためのお手伝いをするのも日銀の役目だと考えて

います。

ー河原：これからも地域経済について情報交換を
させていただければと思います。本日は貴重なお
話をありがとうございました。
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